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発釘しない。また0.03 mm は発錆する場合もあるし発錆しない場-合もある c














!f) 7 章は「ステンレス鋼のん気1[1 における点状発鈷に対する IW-， l二法」である。本章までの研究において
小孔状欠陥の本質は非金属介在物であることおよび小孔状欠陥の寸法に対するカルシウム系脱酸剤の効果









第 1 章は緒言で，との研究の意義と軍要性についてのべている。すなわちステンレス鋼が近年建築， ホ
1恥化学装置などに大量に使用されるようになってきたが， その大気中における点状売却jがしばしばおこ
り，問題となっている。これについての研究をおこなったとのべている口
H~ 2 章は概論で， この研究に関連している金属の腐食機構およびステンレス鋼の特性についてのべてい
る白
第 3 章では我国および外岡におけるステンレス鋼の大気中における点状発釘現象について検討し， その
原因はステンレス鋼ιIJ に点在する小孔状の欠陥である乙とがほぼ明確となったとのべている。














第 7 章ではこれまでの研究成果にもとづいて， ステンレス鋼の大気巾における点状発鈷に対する防止j去
をのべている口 防止法としては基本的には非金属介在物をできるだけ介在させないようにすると同時にそ
の寸法を0.03 mm 以下におさえるようにすることであり， また具体的には脱酸工程においてカノレシウム
の脱酸剤を使用することであるとのべている口
第 8 章では以上の研究の総括をのべている。
以上にのべたように著者はステンレス鋼の大気中における点状発釘に関してその発錆因子の解明など基
礎的なものから工業的な防止法まで一貫してこれを明確にしている。 これは学術および工業の発展に寄与・
するところがまことに大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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